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☆☆☆ 月 日学習会･現地調査の報告 ☆☆☆11 23
神奈川高教組主催のフィールドワークに、神奈川高教組から9名、支える会関係者17名、その

他12名、合計38名が参加しました。企画運営に当たった「支える会」のスタッフも「予想を大幅

に上回る大盛況」とびっくり。この事件に対する人々の関心が、まだ薄れていないことを物語っ

ています。はじめ佃克彦弁護士より事件の概要、渋谷および巣鴨の現場のポイントについて説明

を受けました。参加者からは大変つっこんだ質問が飛び出すなど、有意義な時間となりました。

①現地調査（渋谷駅→渋谷→円山町）

渋谷駅からゴビンダさんの通勤経路をたどって、当時ゴビンダさんが生活していたアパート、

殺人現場となったアパートを訪ねました。フィールドワークの参加者は殺人現場と密接して建つゴビン

ダさんのアパートの位置関係を見たとたん「無実」の心証を強く持つことができたようです。もしゴビンダさん

が犯人なら、自分の殺した女の死体が転がっていている部屋のすぐ目と鼻の先に、なおかつ自分の精液の入って

、 。いたコンドームを放置した殺人現場の部屋の隣で １４日間も日常生活を平然とおくれたとはとても思えません

②現地調査（大塚→新庚申塚→現場の民家）

新庚申塚の民家は被害者女性の定期券が発見された場所です。渋谷から山手線に乗り、大塚

駅から都電荒川線に乗り換え 「新庚申塚駅」で下車をします。この定期券の発見場所は有力な無罪証拠の、

一つと考えられています。1997年３月８日に殺害された被害者女性の定期入れは、殺人事件が発生

したとされる日から４日後（１９日に遺体が発見される数日前）に、新庚申塚駅近くの民家の庭

先に捨てられているのが見つかっています。場所はゴビンダさんの全く土地勘のない場所で、し

、 。「 」かも山手線からさらに都電を乗り継ぎ 入り組んだ民家の路地を行かねばなりません 真犯人

は何のために定期入れを奪い去り、こんな袋小路のようなところに捨てていったのか？

参加者の感想から

「佃弁護士の抑制のきいたレクチャーは、よかったです （支援者に対して）現場検証も、納。

得いくまで、ていねいにされていて、感心しました。現場百回ですよね」

「高教組主催のフィールドワークというより、ゴビンダさんを支える会の学習会に神高教から

も９名が参加した、というのが実態ですね。いろいろ勉強になりました。私は、友人にすすめら

れて読んだ佐野眞一著『東電OL殺人事件』の印象が強くて、この本の現場を歩く…という感じで

した。一番感心したのは、冤罪事件の当事者を支えている人たちの「熱意」です。冤罪には現社

や政経で、一定の時間を割いてきましたが、生徒も関心を寄せる実感をもってます」、

最後に、フィールドワークの企画から、当日の運営、案内まで「支える会」事務局の皆さん

のお力無しには実現できませんでした。ありがとうございました （高橋徹）。



（＊詳細は、同封のチラシをごらんください）2 月学習会のお知らせ
日時 年 月 日（土）午後 時 分開場 午後 時～４時2006 2 18 1 30 2
会場 渋谷区立勤労福祉会館 第 洋室2
内容 「 ～ 外国語で裁判を受けるってどういうこと？法廷通訳

ニック･ベイカー事件、メルボルン事件から課題と問題点を探る」

講師 熊野里砂氏（通訳者、ニック・ベイカーさん支援者）

ゲスト 勝野正治氏（メルボルン事件冤罪被害者）

（ 、 ）2006年ゴビンダさん支援集会の予告 ＊詳細は 次号通信にチラシ同封

日時 年 月 日（土）午後 時 分開場 午後 時～ 時2006 4 8 1 30 2 5
会場 「幼きイエス会」 階ホール（ 四谷駅麹町口徒歩 分）9 JR 1
内容 再審の現状、支援の取り組み、他の再審・冤罪事件との連帯など

日弁連による審査面会
月 日午後２時から、日弁連人権擁護委員会の秋山賢三先生、今村核先生、佐藤善11 28

博先生、人権部の矢吉正志先生、ゴビンダ弁護団の神田安積先生が、ネパール語通訳同伴

で、横浜刑務所を訪れゴビンダさんに面会しました。

予告されていたとはいえ、いっぺんに５人もの弁護士を前にしたゴビンダさん、さすがに

緊張しながらも 「本当にあなたは無実なんですね？」という確認に対して 「はい、そ、 、

のとおりです」と明快な返答をしたとのこと。

ゴビンダさんからも「正式に決定したら、日弁連は、どのような支援をしてくださるので

すか？」という質問があり、それに対して日弁連からは「再審の経費（経済的援助 、弁）

護団の増強」などという回答があったそうです。

約１時間の面会を終えて出てこられた秋山先生は 「ゴビンダさんはとても喜んでいまし、

た。とても純粋な青年ですね。真剣に訴えていることを強く感じました。あとは我々が調

、 」 。査報告を出して 来年３月に正式決定になればと思っています とおっしゃっていました

東京高裁に対する要請を開始
月 日、東京高裁第四刑事部に対して、ゴビンダさんの再審請求後初めての要請を12 15

行い、みなさまからお寄せいただいた 筆の署名を提出してきました。533
時から 時までの宣伝行動には 名が参加し、裁判所前でビラまきを行いました。昼12 1 4

食休憩後、布川事件の要請に続いて、 時 分から国民救援会の山田善ニ郎会長とゴビ2 30
ンダ支援者 名が高裁の中に入り、訟廷課の書記官 名に対して、一審無罪なのに強引に6 3
勾留した上、逆転有罪にした高裁判決がきわめて不正義であること、無実なのに無期懲役

刑を強いられゴビンダさんが非常に苦しんでいること、今も誤判からの救済を痛切に求め

ていること、また、一人一人がゴビンダさんを支援してきて感じている思いをそれぞれの

言葉で訴えました。これからも獄中のゴビンダさんや支援者の声を、直接、裁判所に届け

ていきたいと思っています。来春の次回要請には、もっと多くの方が参加してくださるよ

う、もっとたくさんの署名を提出できるよう、ご協力よろしくお願いいたします。



★★★ ゴビンダさん面会報告 ★★★
月 日、今年最後の面会に行ってきました。12 20

「寒い中、来てくださってありがとうございます」と気遣ってくれたので 「ゴビンダさ、

んこそ、毎日寒くて大変でしょ」と言うと 「工場はストーブがあるので暖かい。でも自、

分の部屋は、冷蔵庫！」

「差入れした防寒用の下着は、もう着てるの？」と訊くと、作業着の襟元を開いてベージ

ュ色の下着を見せてくれました。

「今年の仕事も 日でおしまい。暮正月休みの間は、ずっと布団に入っていてもいいか28
ら暖かく過ごせます。美味しいもの食べたり、映画も見れるので楽しみ」とのこと。

月 日の日弁連面会には、非常に勇気づけられたようです。来春にも正式に支援が決11 28
まれば、ゴビンダさんが冤罪であることが、今よりもっと広く世間に認知されるようにな

ると話すと 「再審が大変なこと、わかってるけど、あまり嘆いてばかりいないで、なる、

べくポジティブな考えかたをしようと思って」などと今までにないほど明るい表情で語っ

ていました。

「あまり先のこと考えるとつらいから、一日一日、一年一年を大切に過ごしましょう。そ

の積み重ねがいつか必ずよい結果につながるから」と言うと 「はい！」と力強い返事。、

「 、 。 、 」 、みんなゴビンダさんのこと応援してるから がんばって それじゃ よいお年を！ と

窓越しに手を合わせ、今年最後の面会を終えました （客野） ＊詳細は に掲載中。 HP

♪♪♪ 青梅信金冤罪事件：まさみさん民事で和解成立 ♪♪♪
月 日、東京地裁八王子支部において、斎藤まさみさんと青信の間で和解が成立しま11 21

した。裁判所の職権和解勧告を受けた形になっていますが、じつは青信の方から民事を取

り下げたいとの申し入れがあり 「 年 月 日にさいたま地方裁判所川越支部で確、 2004 7 28
定したまさみさんの無罪判決を尊重するとともに、まさみさんを刑事被告人その他の不利

益な立場に置いたことについて遺憾の意を表明する」との勝利的な和解内容です。ここに

到達するまでに、まさみさんもご家族もさぞ辛く苦しかったことでしょう。これでようや

く長かった訴訟から解放されますね。本当におめでとうございます。

□ 事務局からのお知らせとお願い□ □

▼ 午後７時～９時 現代人文社：信濃町駅下車徒歩５分事務局会議：隔月第２火曜日

会員ならどなたでも参加できる開かれた会議です。＜次回は 月 日（火）＞2 14
みなさまからゴビンダさんへの年賀状を下記事務局宛にお送りください。▼

次回面会のとき持参して、本人に見せてあげることができます。

毎度恐縮ですが、年末カンパ、どうぞよろしくお願いいたします。▼

無実のゴビンダさんを支える会 事務局
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